
 
【プレスリリースのお問合せ】 展覧会担当：髙橋・大石  広 報 担 当：岡田・大庭 

静岡市美術館  PRESS RELEASE 



2022 年に開創 970 年を迎える平等院は、平安時代中期に朝廷で絶大な権勢を誇った公卿・藤原道長が所有した宇

治川畔の別荘を、永承 7（1052）年に長男の頼通が寺院に改めて建立した京都屈指の名刹です。同寺は現世に極楽

浄土を再現するべく壮大な伽藍が整備され、創建期に遡る現存唯一の遺構である鳳凰堂には、建築、彫刻、絵画、

工芸と技術の粋が結集されています。定朝作の阿弥陀如来坐像（国宝）を安置した堂内は善美を尽くした装飾で華

麗に荘厳されて、優美で格調高い王朝貴族の美意識を今に伝えています。 

平等院では近年、創建当初の姿の復元を目指し、鳳凰堂の修理や調査研究が進められています。本展では雲中供

養菩薩像（国宝）に代表される鳳凰堂ゆかりの名品を中心に、調査の過程で発見された平安彫刻や鳳凰堂本尊阿弥

陀如来坐像台座華盤納入品といった貴重な作品や、養林庵書院（重要文化財）付属の障壁画など塔頭の浄土院に伝

わる寺宝の数々も展観し、平等院が守り伝えてきた信仰と美の遺産をご覧いただきます。 

 

 

開催概要 
 

■開催期間 2022 年 2 月 5 日(土)－3 月 27 日(日)  全 44 日間 

       ※会期中、一部展示替えがあります。前期 2 月 27 日（日）まで、後期 3 月 1 日（火）から 
 

■休 館 日 毎週月曜日（ただし 3 月 21 日（月･祝）は開館）、3 月 22 日（火） 
 

■開館時間 10:00－19:00（展示室入場は閉館の 30 分前まで） 
 

■観 覧 料 一般 1,400（1,200）円、大高生・70 歳以上 1,000（800）円、中学生以下無料 

＊リピーター割引：2 回目以降、美術館窓口にて本展の有料観覧券半券提示で当日券 200 円引き 

＊（ ）内は前売および 20 名以上の団体料金（団体券は来館当日に限り購入可能） 

＊障がい者手帳等をご持参の方および介助者原則 1 名は無料 
 

■前 売 券 12 月 18 日（土）から 2 月 4 日（金）まで以下の箇所にて販売 

静岡市美術館、チケットぴあ、ローソンチケット、セブンチケット、谷島屋（パルシェ店、マークイズ静岡店、 

流通通り店）、MARUZEN＆ジュンク堂書店新静岡店、大丸松坂屋静岡店友の会 
 

■主 催 等 主催：静岡市、静岡市美術館 指定管理者 (公財)静岡市文化振興財団、 

読売新聞社、平等院浄土院、Daiichi-TV 

後援：静岡市教育委員会、静岡県教育委員会 

■主  催  等  特別協 賛：  

■主 催 等 主催：静岡市、静岡市美術館 指定管理者 (公財)静岡市文化振興財団、 

読売新聞社、Daiichi-TV、平等院浄土院 

後援：静岡市教育委員会、静岡県教育委員会 

特別協賛：           ／ 一般財団法人しずしん地域文化振興財団 

国宝 平等院鳳凰堂正面全景  ©平等院 



展覧会のみどころ 
 

１.  平安彫刻を代表する名品、国宝《雲
う ん

中
ちゅう

供
く

養
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菩
ぼ

薩
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ぞ う

》4 軀を静岡初公開 
鳳凰堂内陣の小壁に本尊阿弥陀如来坐像を囲むようにして懸け並べられた全 52 軀の国宝《雲中供養菩薩像》。 

平安時代の仏教彫刻を代表する名品を、本展では前･後期各 2 軀を心ゆくまでご堪能いただくことができます。 
 

２.  鳳凰堂研究の最前線！現代によみがえる鳳凰堂創建当初の極彩色 
平等院では様々な研究機関と協力しながら保存修理と調査研究を継続しています。最新の研究成果に基づいて

制作された堂内壁扉画の復元模写などを通し、華麗な彩色で荘厳された建立当初の鳳凰堂の姿に迫ります。 
 

３.  平安から平成まで！寺外初公開を含む多彩な寺宝を一挙公開 
創建期に遡る平安時代中期の貴重な資料から、平成 24(2012)年に画家･山口晃が奉納した《当

とう

卋
せい

来
らい

迎
こう

図
ず

》まで、

平等院と塔頭の浄土院が守り伝えてきた多彩な宝物の数々をかつてない規模で紹介します。 

 

 

プロローグ 平等院の開創 
 

平安京の南東に位置する宇治は、京、大和、近江を結ぶ水陸交通の要衝として発展し、風光明媚な景勝地であっ

たことから王朝貴族たちの別荘が営まれました。11 世紀初頭に紫式部が著した『源氏物語』の主人公･光源氏のモ

デルとされる左大臣 源
みなもとの

融
とおる

が 9 世紀末期にこの地に構えた別業
べつごう

（別荘）は、やがて朝廷で絶大な権勢を誇った藤

原道長の所有となり、これを引き継いだ長男頼通が永承 7（1052）年に仏寺に改めて平等院を開創しました。 

導入として平等院草創の経緯や当時の伽藍の様子について記した縁起、発掘調査によって庭園跡から出土した創

建期の瓦のほか、『源氏物語』の古写本や代表的な場面を描いた画帖等を紹介し、開創期の平等院の姿に迫ります。 
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京都府指定文化財 良純親王《平等院旧起 (仮名本)》（部分） 寛永 17（1640）年 浄土院蔵 ※前後期で巻替 

©平等院 

伝土佐光則《源氏絵鑑帖》 江戸時代（16－17 世紀） 

宇治市源氏物語ミュージアム蔵 ※前後期で場面替 

《鬼面文鬼瓦（平等院庭園跡出土）》  

平安－鎌倉時代（11－14 世紀） 平等院蔵 ©平等院 
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第一部 鳳凰堂の美 
 

釈迦入滅から 2000 年が経過し、末法の世が始まるとされる永承 7（1052）年に開かれた平等院。その背景には、

当時頻発していた天災や疫病の流行に加え、相次ぐ戦乱などによって人々の間に不安が広まったことにより、穢れ

た現世を離れて阿弥陀如来が住まう西方極楽浄土への往生をひたすらに願う浄土信仰の高まりがありました。 

開創の翌年、天喜元（1053）年に落慶した阿弥陀堂は、中堂大棟の両端に据えられた鳳凰像と、鳥が翼を広げた

かのような構造から、いつしか「鳳凰堂」の名で呼ばれるようになりました。その堂内には仏師･定朝作の阿弥陀如

来坐像が安置され、長押上の小壁には本尊を讃嘆しながら飛翔する菩薩の群像を表した総数 52 軀の《雲中供養菩薩

像》（国宝）が懸けられています。そして堂内部の扉と壁には上品上生から下品下生まで 9 段階の阿弥陀来迎図、柱

から天井の各部材には宝相華などの文様が極彩色で描かれ、贅美を尽くした飾金具や螺鈿で華麗に装飾されました。 

 第一部では、現世に極楽浄土を再現するべく建立された鳳凰堂ゆかりの貴重な作品の数々を通して、平安の美を

ご堪能いただきます。あわせて近年の調査研究の成果に基づき創建当初の色彩を蘇らせた復元模写なども紹介しま

す。 
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国宝《日想観図（鳳凰堂壁扉画）》 天喜元（1053）年 平等院蔵 

※出品は模写（昭和 29 ｰ 31（1954 ｰ 56）年 奈良国立博物館蔵）【後期展示】 

鳳凰堂を華麗に荘厳した飾金具 

平安の技を伝える名品の数々 

《鉄地銅象嵌鍍金花先形金具（鳳凰堂飾金具）》 

平安－鎌倉時代（11－14 世紀） 浄土院蔵 

荒木恵信《日想観図 想定復元模写》平成 24（2012）年 平等院蔵 

【後期展示】 

《截金ガラス 壺蓋（本尊阿弥陀如来坐像台座華盤納入品）》 

平安時代（11－12 世紀） 浄土院蔵 

鳳凰堂の圧倒的なスケールを体感！原寸大の壁扉画模写と創建当初の色彩を再現した復元模写 

《金銅宝相華唐草文透金具（鳳凰堂飾金具）》 

平安－鎌倉時代（11－14 世紀） 浄土院蔵 

画像はすべて©平等院 



 

 

 

 

 

  

【後期(3 月 1 日ｰ 3 月 27 日)展示】 国宝《雲中供養菩薩像》北 13 号（左）、南 1 号（右） 天喜元（1053）年 平等院蔵        画像はすべて©平等院 
 

【前期(2 月 5 日ｰ 2 月 27 日)展示】 国宝《雲中供養菩薩像》南 14 号（左）、北 1 号（右） 天喜元（1053）年 平等院蔵 

静岡県内初公開！平等院鳳凰堂の至宝 国宝《雲中供養菩薩像》 

鳳凰堂本尊の阿弥陀如来坐像を取り囲むように配置された総数 52 軀を数える菩薩の群像。この《雲中供養菩

薩像》は、阿弥陀像の作者である定朝が主宰する工房で制作されたと考えられる日本彫刻史上屈指の名品です。 

各像はいずれも飛雲に乗り、楽器を奏でたり軽快に踊ったりと、変化に富んだ姿と表情で表現されています。 

しかし堂内ではおよそ 5 メートル頭上の小壁に懸けられているため、細部まで鑑賞することは極めて困難です。 

本展は全 4 軀（展示替えあり）の繊細かつ優美な造形を間近でご堪能いただける絶好の機会となります。 



第二部 祈りの心 
 

開創以来 970 年に及ぶ歴史の中で、平等院が浄土信仰だけに止まらない人々の様々な祈りを受容してきたことも

見逃すことはできません。 

 平安時代後期、宮廷貴族の権力衰退と同時に武士が台頭し、争乱の世を迎えると、交通の要衝であった宇治の地

も合戦の舞台となります。『平家物語』に記された鵺
ぬえ

退治のエピソードで名高い源頼政が平氏との争いに敗れて平等

院で最期を迎えたことから、頼政ゆかりの名跡としても広く知られるようになりました。その後も南北朝の争乱に

よる伽藍焼亡など度重なる荒廃の危機に見舞われながらも、この寺に信仰を寄せる多くの人々の手で復興が進めら

れ、貴重な文化遺産を連綿と受け継いできたのです。 

 第二部では平等院と塔頭に伝来した仏像や仏画のほか、中世から近世にかけて繰り返し行われた伽藍の修復に関

する資料も交え、数々の祈りの造形をご覧いただきます。 

  

宇治市指定文化財《伝帝釈天立像》 平安時代（11 世紀） 

浄土院蔵 

《源頼政像（最勝院本）》 室町時代（15 世紀） 最勝院蔵 

京都府指定文化財 三条西実隆《平等院修造勧進状》（部分） 明応 9（1500）年 浄土院蔵 ※前後期で巻替 

画像はすべて©平等院 
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第三部 守り、語り継ぐ―浄土院の収蔵品を中心に 
 

 創建当初は天台宗寺院であった平等院ですが、荒廃した伽藍を再興するため、室町時代の明応年間（1492－1501）

に浄土宗の城誉栄久によって塔頭の浄土院が建立されたと伝わります。以降は天台宗と浄土宗による輪番管理を経

て、現在は浄土院と天台宗の最勝院が共同で平等院の維持管理を行っています。 

 その浄土院には伏見城の遺構を移築したと伝わる養林庵書院（重要文化財）が現存し、狩野山雪の筆とされる障

壁画（宇治市指定文化財）が二の間を華やかに飾るほか、平成 24（2012）年には画家・山口晃が描いた 14 面の襖

絵《当
とう

卋
せい

来
らい

迎
ごう

図
ず

》が新たに奉納されました。これは鳳凰堂壁扉画の九品来迎図に着想を得て制作されたもので、現

代の京都市内から宇治までの景観と阿弥陀仏の来迎を独自の解釈で表現しています。 

 本展の終章として、通常は非公開である二つの養林庵襖絵をはじめとする浄土院の収蔵品の数々をご覧いただき

ます。ここでは近世以降の平等院の歩みとともに、近年の調査で新たに発見された資料などもご紹介します。 

 

 

 

 

 

 《平等院境内古図（浄土院本 甲図）》江戸時代（17 世紀） 浄土院蔵 山口晃《当卋来迎図》（部分）平成 24（2012）年 浄土院蔵 

通
常
非
公
開
、
寺
外
で
の
公
開
は
22

年
ぶ
り
！ 

養
林
庵
書
院 (

国
重
文)

 

二
の
間
を
飾
る
障
壁
画 

狩
野
山
雪
筆
と
伝
わ
る 

奉納 10 周年を記念し寺外初公開！ 

気鋭の画家・山口晃が描いた現代の来迎図 

近世初期の平等院伽藍を描いた鳥瞰図 

宇治市指定文化財 伝狩野山雪《籬
まがき

に梅図（養林庵書院襖絵）》江戸時代（17 世紀） 浄土院蔵               画像はすべて©平等院 



  

関連事業 
 

① 講演会 1「平等院に伝わる美といのちの軌跡」 

日 時｜2022 年 2 月 5 日(土)  14:00－15:30（開場 13:30） 

講 師｜神居文彰氏（平等院住職） 

会 場｜当館多目的室 

参加料｜無料 

定 員｜50 名（予定、応募多数の場合は抽選） 

申込締切｜1 月 20 日（木）必着 

 

 

② 講演会 2「平等院鳳凰堂の科学調査」 

日 時｜2022 年 3 月 19 日(土)  14:00－15:30（開場 13:30） 

講 師｜早川泰弘氏（東京文化財研究所副所長） 

会 場｜当館多目的室 

参加料｜無料 

定 員｜50 名（予定、応募多数の場合は抽選） 

申込締切｜3 月 3 日（木）必着 

 

①②申込方法｜当館 HP 申込フォーム（www.shizubi.jp）または往復はがきにて。1 件につき 2 名様まで。 

※往復はがき記載事項 ①催事名、催事日 ②氏名（参加人数分）③年齢 ④住所（郵便番号から）⑤電話番号、 

返信面に宛先を記入の上、静岡市美術館まで。※抽選の如何にかかわらず結果は通知いたします。 

 

 

③ 当館学芸員によるスライドトーク 

日 時｜2022 年 2 月 19 日(土)、3 月 6 日(日) 

いずれも 14：00－（各回 40 分程度） 

会 場｜当館多目的室 

参加料｜無料 

定 員｜各回 50 名（予定）＊申込不要、先着順（当日 10:00 より整理券配布） 

 

 

 

アクセス 
 

電 車 JR 静岡駅北口より地下道を利用して徒歩 3 分 

    静岡鉄道新静岡駅より徒歩 5 分 

 

新幹線 東京駅・名古屋駅から東海道新幹線ひかり号で約 1 時間 

    新大阪駅から東海道新幹線ひかり号で約 2 時間 

 

 車  東名静岡 IC より約 15 分 

    ※お車でお越しの際は、近隣の駐車場をご利用ください。 

 

空 路 富士山静岡空港より静鉄バス（静岡エアポートライナー） 

で約 1 時間 


